


　１９１９年に東北帝国大学に工学部が設置されてから百年を過ぎ、東北大学

工学部・工学研究科は新たな百年に踏み出しました。工学部・工学研究科に

対する社会からの期待は極めて高く、我々もそれに答えるべく日々挑戦を続けて

おります。

　「未来への挑戦」は、そのような我々の挑戦を一言で表す言葉です。工学を

通じて未来社会をよりよく変えるイノベーションを創出することが我々のミッション

です。そのためには、社会のリーダーとなる高度な技術人材を育てる教育、世界をリードする高度な研究

の推進だけでなく、研究成果の社会実装に向けた産学連携、スタートアップ支援など、多くの挑戦をし

続ける必要があります。

　このような挑戦を続けていくためには、多くの皆様からのご支援が必要不可欠です。未来への挑戦

基金は、「若手支援」「環境整備」「国際ブランド力向上」「産学連携」の４つを達成するために設立

されました。この基金へのご支援も活用しながら、ミッション遂行に向けて挑戦を続けてまいります。

　皆様の格段のご支援、ご高配を賜りますよう、お願い申し上げます。

2023年4月



東北大学基金　工学部・工学研究科「未来への挑戦」基金

－ 世界トップ水準のキャンパス構築の第一歩に －

『工学部・工学研究科「未来への挑戦」基金』
青葉山グラウンドエリア整備

　皆様のご支援に心から感謝申し上げますとともに、さらなる
環境整備に活用してまいりますので、今後ともより一層のご支援を
よろしくお願いいたします。

大運動会の様子（2022年９月  撮影）

　工学部創立百周年を契機として設立した『工学部・工学研究科「未来への挑戦」基金』は、推進事業の一つとして、指定国立大学法人
に相応しいキャンパス構築を目指し、学生、教職員の修学・就業環境の整備・充実のために青葉山グラウンドエリアの整備を行って
まいりました。
　2019年12月27日（金）に関係者へのお披露目がなされ、また、2020年2月には、皆様からいただいた寄附の一部を使用し、サッカーゴー
ル、フットサルゴール、得点板、AED等の設備類を備え付けました。

2022年9月には、学科対抗の大運動会が２年ぶりに開催され、多くの参加者でにぎわいました。参加者からは、非常に恵まれた環境で
行事を行うことができたので、今後も積極的に青葉山グラウンドを
使用していきたいとの声がありました。ほかにも、学友会の部活動など、
毎月約2,500名の方にご利用いただいております。

グラウンドの
詳細について

舗 装 仕 様：全面フラット、人工芝
主な使用用途：フットサル６面、サッカー１面、

ソフトボール１面、200メートルトラック1面
そ の ほ か：観客席、ナイター設備あり




